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連結子会社の「特別損失の発生及び業績予想の修正」に関するお知らせ 

 
平成 20 年 10 月 24 日、当社連結子会社である株式会社アトムが、別紙の通り特別

損失の発生及び業績予想の修正をいたしましたのでお知らせいたします。 
 尚、本件による平成 21 年３月期第２四半期連結累計期間及び通期業績への影響に

つきましては、現在精査中であり今後業績見通しへの影響が判明次第、速やかにお知

らせいたします。 
以上 



平成 20 年 10 月 24 日 
 各    位 

会 株 式 会 社  ア  ト  ム 

代表者名  代表取締役社長  植田 剛史 

問

 

特別損失の発生及び業績予想の修正等に関するお知らせ 

 

成 21 年３月期第２四半期累計期間におきまして、特別損失が発生いたしました。また、最近の

業

記 

 

第１四半期 第２四半期 第２四半期 

    (1)固定資産除却損 11 百万円 65 百万円

8 9

    (1)店舗の撤退及び改装等に伴う店舗・設備等の除却損です。 

にともない発生する損失見込み額を 

20 年 4 月 1日～平成 20 年 9 月 30 日） 

社 名  

（コード番 7412 東証・名証第二部）  

合せ先   執行役員 経理・財務担当   宮川 拓 

（連絡先電話番号 ０５２‐２４９‐５２２５） 

平

績動向を踏まえ、平成 20 年４月 25 日の決算発表時に公表いたしました平成 21 年３月期（平成 20

年４月 1日～平成 21 年３月 31 日）の第２四半期累計期間並びに通期の業績予想等を下記のとおり修

正いたしますので、お知らせいたします。 

 

１．特別損失の発生及びその内容 

     
   累計期間計 

   77 百万円 

     (2)固定資産売却損 －百万円 17 百万円 17 百万円 

     (3)閉店損失引当金 －百万円 4 百万円 4 百万円 

           合計 11 百万円 7 百万円 8 百万円 
 

 

     (2)店舗設備及び土地の売却に伴う損失です。 
     (3)平成 21 年 3 月期に予定されている店舗閉鎖

       計上しております。 

 

２．第２四半期累計期間の業績予想数値との差異（平成

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 
１株当たり 

四半期純利益

前回発表予想（Ａ） 13,1 4 4
百万円

64  
百万円

82  
百万円

75  
百万円 

55   
円   銭

2.40 

今回実績（Ｂ）    1  12,516 246 273 79  4.46 

増減額（Ｂ－Ａ）  △ △   △ 648   236  202   124    2.06 

増減率（％） △ 4.9 % △48.9 % △42.4 % 225.7 % 85.8 %

(ご参考)前年同期実績 
 1

（平成20年3月期中間） 
13,604  655  658  540   4.43 

 

 

 

 

 

（別紙）



３．通期の業績予想数値の修正（平成 20 年 4 月 1日～平成 21 年３月 31 日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円

26,247  
百万円

903  
百万円

878  
百万円 

431   
円  銭

10.96 

今回修正予想（Ｂ） 25,540  858  878  431  10.96 

増減額（Ｂ－Ａ） △ 707   △ 45   △0   △0     - 

増減率 △ 2.7 % △ 5.0 % △0.0 % △0.0 %    - 

(ご参考)前期実績 
（平成 20年 3 月期） 

26,311  1,126  1,174  834   22.07 

 

４．差異及び修正の理由 

(1) 第２四半期累計期間 

 売上高につきましては、原油や原材料価格の高騰の影響を受け国内景気が減速し、個人消費が悪化

したことにより客数が減少し、当初予想を下回りました。 

 経常利益につきましては、販売費及び一般管理費の削減を進めたものの、売上高の減少を補うこと

はできず、また原材料価格や光熱費の上昇の影響を受け、当初予想を下回りました。 

 第２四半期純利益につきましては、上記要因により経常利益は当初予想を下回りましたが、改装及

び業態変更を進めた結果、当初予想していた特別損失が減少したことにより当初予想を上回りました。 

 

(2) 通期 

 通期につきましては、下期においても引き続き厳しい環境が継続すると予想されることから、新規

出店、改装計画及び販売計画の進捗、修正状況を勘案し、前回公表の予想を修正いたします。 

 

(注) 上記の業績予想数値につきましては、現時点において入手可能な情報に基づき作成したもので 

あり、実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

以 上 

（別紙）


